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第１章  目的、使命、自己点検・評価  

 

第１条  相愛大学大学院（以下、「本大学院」という。）は大乗仏教特に浄土真宗

の精神に基き、宗教的情操を涵養するとともに、学術の理論及び応用を教授研究

し、精深な学識、技能、研究能力を養い、文化の進展に寄与することを目的とす

る。 

 

第２条  本大学院は教育研究水準の向上を図り、目的及び使命を達成するため教育

研究活動等の状況について自ら点検及び評価を行う。 

２  前項の点検及び評価に関し必要な事項は、別に定める。 

 

 

第２章  研究科及び専攻の組織、教育研究上の目的  

 

第３条  本大学院は相愛大学大学院と称し、下記の研究科及び専攻を置く。 

 

課   程 研  究  科 専   攻 

修士課程 音楽研究科 音楽専攻 

 

第４条  前条に定める研究科・専攻の教育研究上の目的は、次の通りとする。 

２  音楽研究科音楽専攻はクラシック音楽について高度で深遠な技能と学識を有

し、加えてその能力を活用し得る企画力と実践力を修得した高度の専門的職業人

の養成を通して、社会的要請に即した国内外の芸術文化の進展に寄与することを

目的とする。 

 

第３章  修業年限及び定員  

 

第５条  修業年限は 2 年とする。但し在学期間は通算 4 年を超えることができない。 

２  入学定員及び収容定員は次の通りとする。  

 

課   程 研  究  科 専   攻 入  学  定 員 収  容  定 員 

修士課程 音楽研究科 音楽専攻 8 人  16 人  

 

第４章  学年、学期、休業日  

 

第６条  本大学院の学年、学期、休業日は「相愛大学学則」を準用する。 
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第５章  授業科目、履修方法、単位数  

 

第７条  授業科目は、共通科目、専門科目、専門研究科目とする。 

 

第８条  授業科目及びその単位数は別表第一の通りとする。 

２  履修方法に関しては、別に定める。 

 

第９条  各授業科目の単位数は 1 単位の授業時間を 45 時間の学修を必要とする内

容をもって構成することを標準とし、授業の方法に応じ、当該授業による教育効

果、授業時間外に必要な学修等を考慮して、次の基準により単位数を計算するも

のとする。 

（ １ ）  講義は 15 時間の授業をもって 1 単位とする。  

（ ２ ）  演習及び実習は 30 時間の授業をもって 1 単位とする。ただし、別に

定める科目については、 15 時間の授業をもって１単位とする。 

（ ３ ）  個人指導による実技は 15 時間の授業をもって 1 単位とする。 

 

第１０条  本大学院修士課程を修了するためには 2 カ年以上在学のうえ下記の単

位を取得し、かつ、研究指導を受け修士論文又は特定の課題についての研究の成

果の審査及び試験に合格しなければならない。  

 

（音楽研究科音楽専攻）  

（領域） 共通科目 
専門科目 

専門研究科目 合計 
専門特論科目 演奏演習科目 

声楽、鍵盤 

器楽、作曲 
2 16 12 30 

音楽学 2 20 8 30 

 

第１１条  授業科目を履修し、その試験に合格した者には、当該授業科目所定の単

位を与える。 

２  授業科目の試験の成績は、秀・優・良・可・不可の五種の評語をもって表し、

秀・優・良・可を合格とする。その評点は次の通り定める。 

 

秀   100 点  －  90 点  

優   89 点  －  80 点  

良   79 点  －  70 点  

可   69 点  －  60 点  

不可  59 点  以下   
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第１２条  本大学院における授業科目の履修による単位の修得の他に、他の大学院

において修得した単位を本大学院における授業科目の履修により修得したもの

とみなすことができる。但し、単位数は 10 単位を超えないものとする。 

 

第６章  修了及び学位  

 

第１３条  課程の修了の認定は研究科委員会の意見を聴いて、学長がこれを行う。 

 

第１４条  課程の修了を認定された者には、学長が研究科委員会の意見を聴いて、

下記の学位を授与する。  

 

研究科 専攻 学位 

音楽研究科 音楽専攻 修士（音楽） 

 

第７章  入学、再入学、休学、復学、退学、留学、除籍  

 

第１５条  入学は毎年度の 4 月とする。 

２  再入学者については、この限りではない。  

 

第１６条  本大学院修士課程に入学できる者は下記の各号の何れかに該当し、本大

学院の入学選考に合格し、学長が入学を許可した者とする。 

（１）  学校教育法第 83 条に規定する大学を卒業した者 

（２）  学校教育法第 104 条第 4 項の規定により学士の学位を授与された者  

（３）  外国において、学校教育における 16 年の課程を修了した者 

（４）  外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修する

ことにより当該外国の学校教育における 16 年の課程を修了した者 

（５）  我が国において、外国の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育に

おける 16 年の課程をしたとされるものに限る。）を有するものとして当

該外国の学校教育制度において位置付けられた教育施設であって、文部科

学大臣が別に指定するものの当該課程を修了した者 

（６）  専修学校の専門課程（修業年限が 4 年以上であることその他の文部科学大

臣が定める基準を満たすものに限る。）で、文部科学大臣が別に指定する

ものを文部科学大臣が定める日以後に修了した者 

（７）  文部科学大臣が指定した者（昭和 28 年文部省告示第 5 号） 

（８）  大学に 3 年以上在学し、又は外国において学校教育における 15 年の課程

を修了し、所定の単位を優れた成績をもって修得したものと、本大学院に

おいて認めた者 
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（９）  本大学院において、個別の入学資格審査により、大学を卒業した者と同等

以上の学力があると認めた者で、 22 歳に達したもの 

 

第１７条  入学志願者は所定の入学願書、成績証明書等の必要書類に入学検定料を

添えて願い出なければならない。 

 

第１７条の２  退学者又は第 24 条第 1 項第 3 号により除籍となった者が、再入学

を願い出た場合は、選考のうえ、学長が再入学を許可することがある。 

２  前項による再入学に関する必要な事項は、別に定める。 

 

第１８条  入学を許可された者は宣誓書を提出し、かつ 1 名の保証人を定め、保護

者との連署をもって保証書を提出しなければならない。 

 

第１９条  保証人はよくその任に堪えられる成年で、独立して生計を営む者であっ

て、本大学院において適当と認めた者であることを要する。 

２  保証人を変更する場合は直ちに届出なければならない。 

 

第２０条  病気その他の事由により休学しようとする者は、その理由を記し、保護

者または保証人同意の上、学長に願い出て、許可を得なければならない。 

２  休学期間は半期又は 1 年とする。ただし、事情によりさらに 1 年を限度として

これを続けることができるが、通算して 2 年を超えることができない。 

３  休学中の者が復学しようとする場合は、休学事由が解消となった理由を記し、

学長に願い出て、許可を得なければならない。  

４  休学期間は所定の在学期間に算入しない。 

 

第２１条  退学しようとする者は、その理由を記し、保護者または保証人同意の上、

学長に願い出て、許可を得なければならない。  

 

第２２条  学長が、研究科委員会の意見を聞いて教育上有益と認めたときは、休学

することなく、国内外の大学に留学を認めることができる。 

２  前項による留学の期間は原則として 1 年以内とする。 

３  留学期間は在学年数に算入する。 

４  留学中に修得した授業科目単位を本大学院で修得したものと認定することが

できる。 

５  その他留学に関して必要な事項は別に定める。 

 

第２３条  (削除 ) 
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第２４条  下記の各号の一に該当する者は学籍を除くものとする。 

（ １ ）  第 5 条第 1 項に規定する在学期間を超えた者 

（ ２ ）  第 20 条第 2 項に定める休学期間を終えても復学できない者 

（ ３ ）  授業料等を納付しない者  

（４）  死亡 

（５）  長期間にわたり、行方不明の者 

２  前 項 第 3 号 に関する規程は、別に定める。 

 

第８章  授業料その他の費用  

 

第２５条  入学志願者は入学検定料、35,000 円を納めなければならない。 

 

第２６条  入学を許可された者は、入学金 250,000 円を納めなければならない。 

２  前項の定めに関わらず、相愛大学を卒業した者の入学金は 125,000 円とする。 

 

第２７条  授業料その他の費用は、下記の通りとする。 

音楽研究科                   （円） 

項目 

対象 授業料 施設費 

入学年次 1,000,000 460,000 

2 年次以降 1,000,000 460,000 

 

２  上記のほか、手数料、学外実習等の費用を別途徴収することがある。 

３  既納の入学金、授業料その他の費用は、いかなる事情があっても返還しない。

ただし入学手続きを完了した者が、定められた期日内に本大学院所定の「入学辞

退届」を提出した場合、入学金を除く既納の授業料等を返還する。 

 

第２８条  授業料は学生の出席の有無に拘らず学籍の存する限りこれを徴収する。

ただし、休学中の者については事情によりその一部又は全部を免除することがで

きる。 

 

第２９条  本章に定めるもののほか、授業料、その他の費用の納付に関し必要な事

項は別に定める。 

 

第９章  賞罰  

 

第３０条  学生の表彰及び懲戒に関しては、「相愛大学学則」を準用する。 
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第１０章  研究科長、研究科委員会  

 

第３１条  研究科に研究科長を置く。 

２  研究科長は、第 32 条第 2 項に定める構成員のなかから学長が指名する。 

３  研究科長の任期は 2 年とする。但し、再任は妨げないものとする。 

 

第３２条  本大学院の研究科に研究科委員会を置く。 

２  研究科委員会は、研究科の授業科目を担当する本大学院の専任教員をもって構

成する。 

３  （削除） 

 

第３３条  研究科委員会は学長が次に掲げる事項について決定を行うに当たり意

見を述べるものとする。  

（ １ ）  学生の入学、課程の修了  

（ ２ ）  学位の授与 

（ ３ ）  前 2 号 に 掲 げ る も の の ほ か 、 教 育 課 程 の 編 成 等 教 育 に 関 す る 重 要 な

事 項 で 、研究科委員会の意 見 を 聴 く こ と が 必 要 な も の と し て 学 長 が 定

め る も の  

２  研究科委員会は、前項に規定するもののほか、学長及び研究科長がつかさどる

教育研究に関する事項について審議し、及び学長等の求めに応じ、意見を述べるこ

とができる。 

 

第３４条  研究科委員会に関し、必要な事項は別に定める。  

 

第３５条  大学院の事務は、大学事務局において行う。 

 

第１１章  外国人留学生、科目等履修生  

 

第３６条  外国人で、大学院において教育を受ける目的をもって入国し、本大学院

に入学を志願する者があるときは、選考のうえ、研究科委員会の意見を聴いて学

長は外国人留学生として入学を許可することがある。 

２  外国人留学生の授業科目及び単位数は、第 8 条に規定する別表第一の通りとす

る。 

３  外国人留学生に関し、必要な事項は別に定める。 

  

第３７条  本大学院の授業科目の履修を願い出た者は研究科委員会の意見を聴い

て、学長が科目等履修生として入学を許可することがある。 

２  科目等履修生に関し、必要な事項は別に定める。 
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第１２章  その他  

 

第３８条  この学則に定めるもののほか、本大学院学生に関し必要な事項は、「相

愛大学学則」とその他学部学生に関する諸規程を準用する。 

 

附  則 

1. 平成 29 年 3 月 9 日  理事会承認 

2. 平成 29 年 8 月 29 日  文部科学省認可 

3. この学則は、平成 30 年 4 月 1 日から施行する。 

附  則 

1.  この改正学則は、令和 2 年 4 月 1 日より施行する。 

2. 令和元（平成 31）年度以前に入学した学生については、なお従前の学則によ

る。 

附  則 

この改正学則は、令和 4 年 4 月 1 日より施行する。 

附  則 

この改正学則は、令和 4 年 9 月 15 日より施行する。 

附  則 

1. この改正学則は、令和 7 年 4 月 1 日より施行する。 

2. 令和 6 年度以前に入学した学生については、第 20 条、第 21 条、第 24 条を

除き、なお従前の学則による。 



必
修

選
択

自
由

西洋芸術音楽総合演習Ⅰ 1 1 演習 半期

西洋芸術音楽総合演習Ⅱ 1 1 演習 半期

現代音楽特論 2 1 講義 半期

スコア・リーディング 2 1 講義 半期

楽書講読A 2 1 講義 半期

楽書講読B 2 1 講義 半期

音楽によるアウトリーチA 2 1 講義 半期

音楽によるアウトリーチB 2 2 講義 半期

音楽療法特論Ａ 2 1 講義 半期

音楽療法特論B 2 1 講義 半期

オペラ特別演習Ⅰ 2 1 演習 通年

声楽特別演習（歌曲・オラトリオ）Ⅰ 2 1 演習 通年

オペラ特別演習Ⅱ 2 2 演習 通年

声楽特別演習（歌曲・オラトリオ）Ⅱ 2 2 演習 通年

オーケストラ特別演習Ⅰ 2 1 演習 通年

オーケストラ特別演習Ⅱ 2 2 演習 通年

室内楽特別演習Ⅰ 2 1 演習 通年

室内楽特別演習Ⅱ 2 2 演習 通年

演奏理論特別演習Ⅰ 2 1 演習 通年

演奏理論特別演習Ⅱ 2 2 演習 通年

作品分析特別演習Ⅰ 4 1 演習 通年

作品分析特別演習Ⅱ 4 2 演習 通年
［16単位以上］

西洋音楽史特別演習A 4 1 演習 通年 音楽学の領域を履修する者は、

西洋音楽史特別演習B 4 1 演習 通年
［20単位以上］

声楽専門実技Ⅰ 4 1 実技 通年

声楽専門実技Ⅱ 4 2 実技 通年

鍵盤専門実技Ⅰ 4 1 実技 通年

鍵盤専門実技Ⅱ 4 2 実技 通年

器楽専門実技Ⅰ 4 1 実技 通年

器楽専門実技Ⅱ 4 2 実技 通年

作曲専門実技Ⅰ 4 1 実技 通年

作曲専門実技Ⅱ 4 2 実技 通年

音楽学研究演習Ⅰ 4 1 演習 通年
［12単位以上］

音楽学研究演習Ⅱ 4 2 演習 通年

音楽文献学研究 4 2 演習 通年

（研究指導） - - - 1～2
［8単位以上］

専
門
演
習
科
目

授業科目の名称

声楽領域を履修する者に限り、
いずれかのみ履修可

声楽領域を履修する者に限り、
いずれかのみ履修可

声楽・鍵盤・器楽・作曲の領域を
履修する者は、

専
門
研
究
科
目

音楽学の領域を履修する者は、

声楽・鍵盤・器楽・作曲の領域を
履修する者は、

別表第一（第8条関係）

科目
区分

単位数
履修条件

年
次

形
態

期
間

［2単位以上］

備考

共通
科目

専
門
科
目

専
門
特
論
科
目
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